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身体障害者福祉センター（A型） 

身体障害者福祉センター（B型） 

障 害 者 更 生 セ ン タ ー  

点 字 図 書 館  

点 字 出 版 施 設  

聴 覚 障 害 者 情 報 提 供 施 設  

盲 導 犬 訓 練 施 設  

盲 人 ホ ー ム  

地
域
利
用
施
設 

　身体障害者の各種の相談に応ずるとともに、健康の増進、教養の向上、スポーツ、レクリエーションなど保健・
休養のための施設 

　在宅障害者が通所して、創作活動、軽作業、日常生活訓練等を行うための施設 

　あんまマッサージ指圧師、はり師、きゅう師免許を有する視覚障害者の職業生活の便宜を図るために施設を利用
させ、技術の指導を行う施設 

盲導犬の訓練を行うとともに、視覚障害者に対し、盲導犬の利用に必要な訓練を行う施設 

補 装 具 製 作 施 設 　 　  

補装具の製作または修理を行う施設 

　字幕（手話）入りビデオカセットの製作貸出し、手話通訳者の派遣、情報機器の貸出し等を行う施設 

点字刊行物を出版する施設 

 

障害者、家族が気軽に宿泊、休養するための施設 

　視覚障害者の求めに応じて点字刊行物や声の図書の製作貸出し等を行う施設 

身体障害者施設福祉施策の概要 概　　要

身体障害者福祉施策

（総数：3,483,000人）（2006年推計数）（再掲：重複障害310,000人） 

内部障害　1,070,000人（30.7％） 

視覚障害　310,000人（8.9％） 

聴覚・言語障害　343,000人（9.8％） 

肢体不自由　1,760,000人（50.5％） 

障害の種類別にみた身体障害者数（在宅） 詳細データ ①

 1955（昭和30）年  
 1980（　　55）  
 2006（平成18）  

14.4 
23.8 
32.7

年　次 総　数 

5.3 
3.5 
4.5

18～19歳 

7.1 
4.9 
4.1

20～29歳 

14.5 
7.0 
6.1

30～39歳 

16.0 
16.0 
11.6

40～49歳 

20.6 
33.7 
24.4

50～59歳 

25.4 
55.8 
48.9

60～64歳 

25.4 
68.7 
58.3

65～69歳 

29.4 
87.6 
94.9

70歳以上 

資料：厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部「身体障害児・者実態調査」  
（注） 人口千人対の身体障害者数算出の基礎人口は、総務省統計局の「国勢調査」及び「推計人口」における次の調査時の18歳以 

上の人口を用いた。 
　　　　昭和30年：国勢調査の人口 
　　　　昭和55年：昭和54年10月1日現在の推計人口 
　　　　平成18年：平成18年7月1日　　　〃 

年齢階級別にみた身体障害者の推移（人口千人対） 詳細データ ②




